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円安でみえた海外株投資の重要性
ポイント① 強まる円の先安観

主要通貨に対して円安基調が強まっています（右
上図）。米ドル円は一時20年ぶりの円安水準とな
る1米ドル＝129円台まで上昇したほか、ユーロ円
も一時1ユーロ＝140円台まで上昇しました。背景
には金融引き締め姿勢を示す米欧中銀と、金融
緩和継続姿勢を示す日銀といった各中央銀行の
金融政策の方向性の違いがあります。米欧で長期
金利が上昇する中、日本は日銀が金利上昇抑制
策を採用していることもあり上昇が限定的で、金利
差拡大から、円の先安観が強まっています。

もっとも、4月27～28日に開催が予定されている
日銀金融政策決定会合で、過度な円安を抑制す
べく、政策の微調整が行なわれる可能性もあり、そ
の場合は急速に進んできた円安の動きが一服し、
一転円高に振れる展開も想定されます。

ポイント② 円安下での海外株投資の重要性

ただ、米欧中銀と日銀の金融政策姿勢の違いから、
中長期的な円安基調が転換するまでには至らない
と考えられます。円の先安観が強まる中では、海外
株へ投資することも一手です。

地政学リスクの長期化や中国のコロナ感染再拡大、
米欧中銀の金融引き締め懸念等への警戒感から、
世界的に株価は調整基調にありますが、円ベース
でみると別世界が広がっています。2021年初以降
の主要株価指数を円ベースでみると、TOPIX（東
証株価指数）はほぼ横ばいの一方、ストックス欧
州600指数は最高値圏、S&P500種株価指数
は4月19日に最高値を更新しました（右下図）。
円安＝日本株高という構図が崩れつつある現状を
考えると、海外株に投資することで円安メリットを享
受することも検討に値すると考えられます。

米ドル円とユーロ円相場

日米欧主要株価指数（円ベース）

期間：2021年1月4日～2022年4月21日、日次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2021年1月4日～2022年4月21日、日次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

90

100

110

120

130

140

150

160

21/1 21/4 21/7 21/10 22/1 22/4

S&P500種株価指数

STOXX欧州600指数

TOPIX

（2021/1/4=100）

（年/月）

115

120

125

130

135

140

145

100

105

110

115

120

125

130

21/1 21/4 21/7 21/10 22/1 22/4

（円/米ドル） （円/ユーロ）

（年/月）

ユーロ円（右軸）

米ドル円（左軸）

円安

円高


	スライド番号 1

